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　①友だちのよいところがわかる子ども　②自分のよいところを表現できる子ども
　③広い視野でものを見られる子ども　　④すべてに感謝できる子ども

　本校はキリスト教信仰にもとづく人間教育、愛の教育を実践しています。礼拝・祈り・
聖書の学びを通して、神さまから与えられた命の大切さ、共に生きる喜びを学びます。
一人ひとりを大切にし、聴き合い、学び合いを通して確かな学びにつなげ、進んで学
ぶ意欲の喚起に努めます。また、小・中・高・大と続く一貫連携教育を進めています。
　「一人ひとりの賜物を引き出す」　神さまから与えられた一人ひとりの賜物を引き出
すことを大切にします。学習においては「聴く」こと、「学び合う」ことを重視します。
のびのびと自分を表現する子どもたちの成長を丁寧に見定め、適切な指導を行います。

　1948（昭和 23）年の学校設立以来、キリスト教信仰に基づく人間教育を実践して
います。中でも、人が共に生きるために神さまから授かった言葉の教育を大切にして
います。数万冊を有する図書館を利用しての読書指導、６年間続ける日記指導、互い
の話を聴き合うことを大切にした教科指導を進めています。また、１年生から始まる
英語教育に力を注ぎ、「英語の立教」の素地を作るとともに、広い視野でものを見る子
どもを育てています。
　感性豊かなこの時期の子どもたちには人や自然とのふれあい体験が大切です。本校
では学年の枠を越えた縦割りでの活動や校外行事も豊富です。夏の縦割りキャンプ、
５年生グローバルエクスカーション活動、６年生関西方面フィールドワーク、さらには、
田植え、稲刈り、遠足などを実施し、人との共生、自然の摂理を体験を通して学ぶ教
育に力を入れています。
　オールシーズン水泳が楽しめる室内プール、最新のコンピューター室、人工芝のグ
ランドや屋上など施設も充実しています。

　田代　正行　

　人は一人ひとり神さまから愛され、かけがえのない賜物をいただき、互いを尊重し
支え合いながら生きていきます。本校の教育はキリスト教信仰に基づく愛の教育です。
礼拝、祈り、聖書の学びを通して命の尊さ、自然の尊さ、自分の大切さや友だちの大
切さを学びながら神さまに愛されている喜びと自信が育まれます。学び合う学び、キャ
ンプやフィールドワークなど豊富な体験活動を通してテーマをもって真理を探究する
力、共に生きる力を育てます。聴き合い、認め合い、真剣さと優しさにあふれた学校
をこれからも目指していきます。

上級学校に
進むには

小学校で授業に集中する習慣を身につけてしまえば、立教学院の一
貫連携教育システムを有効に活用して、伸び伸びと個性を発揮しな
がら、大学まで競争する事なしに進学できます。そこで、上級学校
への推薦のためには、何よりも授業への主体的な参加、基本的生活
習慣を重視しています。
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